
令
和
３
年
は
、
コ
ロ
ナ
が
地
球
規
模
で
蔓
延
し
、
感
染

が
拡
大
し
て
も
う
３
年
に
な
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、
高
齢
者

は
４
回
目
の
接
種
の
話
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
知
的
障
害
の
あ
る
人
達
に
も
感
染
さ
れ
た
人

が
お
ら
れ
、
陽
性
に
な
ら
れ
た
方
は
、
親
子
共
々
大
変
な

日
々
を
過
ご
さ
れ
た
事
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
本
人
は
感
染

さ
れ
て
お
ら
れ
な
く
て
も
、
通
所
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
利
用
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
中
に
は
、
自
宅
待
機

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
な
ど
、
多
く
の
知
的
障
害
の
あ
る

方
々
に
も
少
な
か
ら
ず
、
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
心
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
日
々
が

一
日
も
早
く
訪
れ
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の
中
で
も
、
会
員
の
皆

様
へ
の
情
報
（
研
修
会
や
講
演
会
等
）
を
発
信
で
き
る
よ

う
に
、
各
支
部
に
お
い
て
ウ
ェ
ブ
環
境
等
の
整
備
・
デ

ジ
タ
ル
化
を
行
う
た
め
の
「
地
域
生
活
支
援
事
業
助
成
制

度
」
を
活
用
し
て
支
援
を
行
い
、
県
育
成
会
の
研
修
会
等

に
地
元
で
仲
間
と
共
に
ウ
ェ
ブ
で
参
加
で
き
、
共
に
成
長

で
き
る
よ
う
に
定
着
し
て
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
喜
ば
し

い
事
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
事
業
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
例
年
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
事
業
と
し
て
、
公
益
財

団
法
人
兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
と
の
共
催
事
業
の

「
障
害
基
礎
年
金
学
習
会
」
の
開
催
、
本
会
自
主
事
業
の

「
権
利
擁
護
事
業
助
成
制
度
」「
地
域
生
活
支
援
事
業
助
成

制
度
」
等
の
研
修
会
や
講
演
会
等
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
か
と
不
便
の
多
い
今
日
で

す
が
、
こ
の
状
況
が
一
日
も
早
く
解
消
さ
れ
、
平
穏
な

日
々
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
少
し
気
持
ち
を
引
き
締

め
て
、
前
向
き
に
進
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

理
事
長

小
原

冷
子

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
新
し
い
活
動
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科　　　目 合　計　額

Ⅰ　経 常 収 益
　　会 費 収 入 15,876,020 
　　雑 収 入 100,332 
　　経 常 収 益 計 15,976,352 
Ⅱ　経 常 費 用
　　管 理 費 7,841,459 
　　会 費 1,280,750 
　　事 業 費 3,456,176 
　　予 備 費 0 
　　経 常 費 用 計 12,578,385 
　　当期一般正味財産増減額 3,397,967 
　　一般正味財産期首残高 22,051,229 
　　一般正味財産期末残高 25,449,196 

【保険料　収入の部】
科　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 123,020,110 

【保険料　支出の部】
科　　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 123,020,110 

科　　　目 合　計　額

Ⅰ　経 常 収 益
　　会 費 収 入 16,145,700 
　　雑 収 入 2,000 
　　経 常 収 益 計 16,147,700 
Ⅱ　経 常 費 用
　　管 理 費 9,002,000 
　　会 費 1,320,000 
　　事 業 費 5,300,000 
　　予 備 費 10,000 
　　経 常 費 用 計 15,632,000 
　　当期一般正味財産増減額 515,700 
　　一般正味財産期首残高 25,449,196 
　　一般正味財産期末残高 25,964,896 

【保険料　収入の部】
科　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 125,539,300 

【保険料　支出の部】
科　　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 125,539,300 

令和3年度  正味財産増減計算書 令和4年度  予　算　書
（令和3年4月1日～令和4年3月31日） （令和4年4月1日～令和5年3月31日）（単位：円）

補　償　内　容 件数 支払合計額（円）

入
院
給
付
金

付添介護保険金 236 11,608,000 
差額ベッド費用 186 3,954,000 
入 院 諸 費 用 508 7,246,000 
入 院 一 時 金 483 2,719,000 

個 人 賠 償 217 18,813,591 
傷
害
給
付
金

傷 害 死 亡 1 100,000 
傷 害 入 院 25 3,902,900 
傷 害 通 院 86 2,009,700 

葬 祭 費 用 44 4,400,000 
合　　　計 1,786 54,753,191 

（2021年4月1日～2022年4月1日 プランA・B・C合算）

2021年度  生活サポート総合補償制度ご利用状況

ホームページアドレス：http://www.hyosuppo.sakura.ne.jp/

2021年度加入者数 6,406名（Aプラン：3,536名　Bプラン：2,452名　Cプラン：418名）

入院給付金
25,527,000円

葬祭費用
4,400,000円

傷害給付金
6,012,600円

個人賠償
18,813,591円
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１．特別措置の内容
　新型コロナウイルスの感染者数増加により、入院可能な病床数が減少し、本来は入院が必要な患者
が入院できなくなる事象が発生しています。また、知的障がいのある方を対象とした入所施設で集団
感染が発生し、環境変化による負担を少なくするため、施設にとどまって医師の治療を受けています。
　このような事態を踏まえ、新型コロナウイルス感染者が、治療のために入院が必要にもかかわらず、
医療機関・医師の指示に基づき、臨時施設※や障害者支援施設（入所施設等）または自宅で入院と同等の
療養をした場合、入院の場合と同様に、下記２の保険金をお支払いします。

※厚生労働省が2020年４月２日に、地方公共団体に対して、無症状・症状の軽い新型コロナウイルス感染者を「宿泊療養」、
「在宅療養」とするための準備に関して通知しましたが、この「宿泊療養」のための宿泊施設を含みます。

２．対象商品
　特定障害者福祉団体傷害保険特約付　普通傷害保険

〈対象となる保険金＊とお支払いの可否〉
療養先

保険金
病院　または

臨時施設
障害者支援施設
（入所施設等） 自宅

傷害疾病入院一時金 ○ ○ ○
傷害疾病入院諸費用保険金 ○ ○ ○
傷害疾病室料差額費用保険金 ○ ○ 注１ ×
傷害疾病付添介護保険金 ○ × 注２ × 注３

＊新型コロナウイルス感染症以外の病気・ケガで入院が必要だが、新型コロナウイルスの影響による病床不足のため、施設・
自宅等で療養する場合は、上記保険金に加え、「入院保険金」にも、原則この特別措置を適用します。その場合、医師が施
設・自宅等での療養を指示したことに加え、入院と同等の療養を行った事実を、医師の書面による証明により確認させて
いただき、慎重に判断・適用します。

注１　感染拡大防止のために臨時で個室を利用する等の理由で、通常負担している金額以上の費用を被保険者が負担した場
合は、その費用を負担した日数に対して保険金をお支払いします。

　　　通常支払っている費用（施設に毎月払う利用料など）以外の負担がない場合は、お支払いの対象となりません。

注２　この保険金は、介護人が被保険者の療養している場所に出向いて、付添介護を行う場合にお支払いします。
　　　施設職員の付添介護については、職員が施設外に出向いて付添介護を行うわけではないことから、対象となりません。

ただし、療養のために専任者が付きっきりで看護をするなどの理由で、通常負担している金額以上の費用を被保険者
が負担した場合は、その費用を負担した日数に対して保険金をお支払いします。

　　　親族の付添介護については、感染防止のため親族は施設に入れない可能性が高く、通常発生しないと考えます。ただ
し、実際に親族が施設に出向いて付添介護を行った場合や、被保険者・親族が臨時で雇い入れた介護人が付添介護を
行い、その事実を客観的に確認できる場合は、保険金をお支払いします。

　　　請求の際は、施設での療養を医師が指示したことの証明に加え、上記状況が確認できる書類を提出いただく必要があ
ります。

注３　自宅療養の場合、親族が自宅から出向いて付添介護を行うわけではないことから、対象となりません。ただし、自宅
で同居の親族以外の方が付添介護を行った場合や、専門の介護人を雇い入れた場合は、保険金をお支払いします。請
求の際は、自宅での療養を医師が指示したことの医師の証明に加え、上記状況が確認できる書類を提出いただく必要
があります。

問い合わせ先　ジェイアイシーウエスト株式会社　TEL：0120-177-294

新型コロナウイルス感染症 特別措置
医療機関の事情により入院できなかった場合等

における入院給付金の取り扱い
（特定障害者福祉団体傷害保険特約）
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発作中にやってはいけない介助
　てんかん発作が起きたときは、安静
に寝かせて、刺激を少なくすることが
大切です。（抱きしめたり、背中をどん
どんと叩いたり、強く揺すったり、大
声をかけたりするとかえって刺激に
なり、発作が長引くこともあります）

口に物を入れることは、窒息の危険
があり絶対やってはいけません。（舌
を噛まないようにと割り箸やスプー
ンを口に入れることは絶対やめる。）
　大部分のけいれん発作は数分以内
におさまり、意識を回復するか、その
ままぐうぐう眠ってしまいます。眠っ
てしまった場合はそのまま自然に目
が覚めるまで静かに見守ります。２、
３分の発作で、その後の様子がいつも
と同じであれば救急車をよぶ必要は
ないでしょう。

医師の処置が必要な場合
　一回の発作が10分以上続く時。意
識回復のない状態で発作を３回以上
繰り返す時は重責発作の危険があり、
急いで救急車を呼び医師の診察を受
けて下さい。また頭を強く打っていた
り骨折のおそれ等がある時も発作後
の受診をお勧めします。

意識が回復したら
　意識が回復したら、スポーツドリン
ク等を飲ませてあげて下さい。全身け
いれん発作は手足の筋肉が強く収縮
するので、激しい運動をしたのと同じ
状態です。スポーツドリンク等で、水
分と電解質を補うとよいでしょう。

●Ⅰ 発作に直面したときのこころがけ
　１　落ち着くこと、慌てないこと。　
　２　騒ぎ立てないこと。　

●Ⅱ 大きなけいれん発作の介助
　１　火や水、機械等の危険な状態から避難させる。（室外

で発作を起こした場合、車や電車が通っていない
か。もし危険だと判断したら誰かに協力を求め危険
な状態から避難させます。）　

　２　衣服の襟元をゆるめ、ベルトなどをはずし呼吸が楽
になるようにする。　

　３　チアノーゼ状態になっても、短時間なら大きな問題
はないので慌てないこと。　　

　４　気道の確保。（頭だけでなく体全体を横に向ける。）

●Ⅲ 動き回るような発作（自動症）
　１　無理に行動を押さえ込まず、危険でない場所に誘導

する。　
　２　騒ぎ立てない。（意識が減弱している場合もあるので

むやみに騒ぎ立てたりすると本人に伝わって不安を
与える事がある。）　

　３　患者が落ち着くように、発作の間は一緒に腰掛ける
とか、優しく声をかけるなどすると回復が早い事が
ある。

●Ⅳ 脱力発作（全身の力が急に抜けて転倒する発作）
　１　けがや火傷がないか注意する。（特に頭部）。　
　２　頭部保護帽などの保護具をつけるのも良い。

●Ⅴ 発作の観察
　１　発作が起きた時間と状況　　
　２　意識障害の有無（前兆の有無）
　３　けいれんがあった時
　　⃝身体のどの部分から始まったのか。（眼球の向き）

四肢のつっぱりや異常
　４　けいれんがなかった場合
　　⃝いつ、誰が気づいたのか。異常行動の有無
　５　継続時間、顔色や呼吸などの様子
　６　発作後の様子　（そのまま眠ってしまったか。尿、便

の失禁の有無、外傷の有無など）

てんかん発作時の介助、対応について

（参考文献・日本てんかん協会月刊誌「波」）垣下　貞子
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地
域
生
活
支
援
事
業
助
成
制
度

朝
来
市

谷
川

晃

朝
来
市
支
部
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
協
会

支
援
事
業
の
、「
ウ
ェ
ブ
環
境
等
の
整

備
」
に
伴
う
助
成
金
を
利
用
さ
せ
て
頂

き
、
第
六
十
五
回
兵
庫
県
知
的
障
害
者

福
祉
大
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
実
施

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
は
地

元
で
の
参
加
が
可
能
と
い
う
事
も
あ

り
、
当
会
と
し
て
は
多
く
の
方
の
出
席

が
あ
り
ま
し
た
。
大
会
関
係
者
の
方
の

ご
尽
力
の
お
陰
で
、
画
像
、
音
声
と
も

鮮
明
で
、
特
に
講
演
会
は
、
静
か
な
環

境
の
中
で
、
参
加
者
が
集
中
し
て
拝
聴

す
る
事
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
は
朝
来
支
部
に
と
っ
て

は
、
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
今
ま
で
の
開
催
地
で
の

大
会
参
加
は
直
接
会
員
同
士
が
触
れ
合

う
事
が
で
き
、
今
後
と
も
代
え
が
た
い

素
晴
ら
し
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
り

に
な
り
ま

し
た
が
、

こ
の
度
の

支
援
事
業

に
よ
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
等
を

購
入
し
、

無
事
に
オ

ン
ラ
イ
ン

参
加
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
講

習
会
等
に
利
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。＊　

　

＊　
　

＊

宝
塚
市

今
北
さ
ゆ
り

宝
塚
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
、

令
和
２
年
よ
り
宝
塚
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
、
親
亡
き
後
の
本
人

の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
「
め
る
も
」
を
始

め
ま
し
た
。
令
和
３
年
11
月
19
日
（
金
）

に
、
委
託
先
で
あ
る
宝
塚
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー
の
福
島
健
太
理
事
長
、
浅
山
み

ゆ
き
副
理
事
長
に
「
見
守
り
め
る
も
」

～
ス
タ
ー
ト
か
ら
１
年
が
経
っ
て
～
と

題
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

め
る
も
の
見
守
り
は
、「
親
目
線
」
と

い
う
の
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
親
で
は

な
い
「
訪
問
す
る
活
動
支
援
員
」
が
ど

こ
ま
で
本
人
に
寄
り
添
い
気
持
ち
を
汲

み
取
れ
る
の
か
、
親
に
と
っ
て
は
そ

の
こ
と
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
を
受
け
ず
に

一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
た
方
が
、
相

談
支
援
事
業
所
と
契
約
し
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。」「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
一
人
暮
ら
し
の
方
の
休
日
の
過

ご
し
方
へ
の
助
言
」
な
ど
、
具
体
的
な

お
話
を
伺
い
「
親
目
線
」
で
の
見
守
り

が
行
わ
れ
て
い
る
と
安
心
し
ま
し
た
。

１
年
の
見
守
り
の
中
で
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
で
は
見
え
な
か
っ
た
本
人
の
困
り
ご

と
や
生
活
の
改
善
点
な
ど
に
気
づ
き
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
問
題
を
解
決
す

る
。
親
亡
き
後
も
、
め
る
も
を
通
し
て

関
係
機
関
が
連
携
し
「
本
人
の
幸
せ
な

暮
ら
し
」
を
考
え
て
く
れ
る
。
親
亡
き

後
の
不
安
や
心
配
も
、
少
し
は
解
消
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

高
砂
市

光
井

早
苗

高
砂
市
支
部
で
は
、
地
域
生
活
支
援

事
業
助
成
金
を
受
け
「
オ
ン
ラ
イ
ン
勉

強
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
に
参

加
し
た
方
か
ら
次
の
よ
う
な
感
想
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
「
リ
モ
ー
ト
」
や
「
オ

ン
ラ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
分
に

は
無
関
係
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
あ
る
も
の
の
ほ
と
ん

ど
活
用
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
研

修
で
は
、
超
初
心
者
に
も
わ
か
る
よ
う

に
、W

i-Fi

の
つ
な
ぎ
方
か
ら
ア
プ
リ

の
入
れ
方
、
使
い
方
ま
で
懇
切
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
き
理
解
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
少
し
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ

た
で
す
が
、
意
外
に
楽
し
く
て
参
加
し

て
良
か
っ
た
で
す
。

た
く
さ
ん
機
能
の
あ
る
ア
イ
ホ
ン

は
、
使
わ
な
け
れ
ば
知
ら
な
い
ま
ま
で

し
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
具
体
的
に
画

像
を
通
し
て
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
研
修

が
出
来
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
時
代
の

流
れ
や
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
か
ら
こ
れ
か

ら
も
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

権
利
擁
護
事
業
助
成
制
度

太
子
町

内
海

育
子

将
来
、
お
金
や
時
計
を
使
い
、
料
理

が
で
き
る
よ
う
に
と
11
月
19
日
と
１
月

14
日
『
発
達
応
援
室
み
え
る
』
の
橋
本

美
恵
氏
を
招
聘
し
「
生
き
る
た
め
の
算

数
教
室
～
お
金
と
料
理
で
生
活
力
を
つ

け
る
～
」
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

料
理
は
算
数
（
計
量
）・
国
語
（
レ
シ

ピ
）・
理
科
（
煮
る
・
焼
く
）
の
学
習
に

な
り
ま
す
。
食
材
を
揃
え
手
順
通
り
に

し
、
手
を
磨
き
ま
す
。
最
後
ま
で
や
り

遂
げ
責
任
感
を
育
て
ま
す
。
料
理
を
す

る
事
で
家
族
か
ら
感
謝
さ
れ
自
信
が
つ

き
、
問
題
行
動
も
軽
減
さ
れ
る
な
ど
た

く
さ
ん
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

必
要
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
地
域
で
生

き
て
い
く
力
に
な
る
よ
う
家
庭
で
で
き

る
演
習
を
交
え
な
が
ら
具
体
的
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
料
理
な
ん
て
さ
せ
た
事
が
な
い
」

「
う
ち
の
子
は
重
度
だ
か
ら
勉
強
な
ん

て
」
と
い
う
参
加
者
が
研
修
後
「
工
夫

や
関
わ
り
方
次
第
で
で
き
そ
う
」「
親

の
私
が
や
ら
な
い
と
誰
も
し
て
く
れ
な

い
」「
不
平
不
満
を
言
っ
て
も
子
ど
も

は
良
く
な
ら
な
い
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

親
は
子
ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
て
取

り
組
み
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
心
豊
か
に
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

朝来市
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知
的
障
害
の
あ
る
人
の
障
害
基
礎
年
金
Ｑ
＆
Ａ

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に

か
か
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
頃
の
病

気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
一
定
以
上
の
障
害
が
残
っ
た
人
に
も

支
払
わ
れ
ま
す
。
受
け
ら
れ
る
年
金
に
は
1
級
と
2
級
が

あ
り
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
は
20
歳
か
ら
な
の
で
、
20
歳
の

誕
生
日
の
半
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
市
（
区
）
役
所
・
町
役

場
の
国
民
年
金
の
窓
口
、
お
近
く
の
「
年
金
事
務
所
」
ま

た
は
「
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
に
行
っ
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

Q1

療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
20
歳
に
な
れ
ば
自

動
的
に
障
害
基
礎
年
金
は
も
ら
え
る
の
で
す
か
？

療
育
手
帳
（
知
的
障
害
）
を
有
し
て
い
る
人
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
の
障
害
な
の
で
、
20
歳
に
な
る
と
同
時
に
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
療
育
手

帳
と
障
害
基
礎
年
金
と
は
別
の
制
度
な
の
で
、
障
害
基
礎

年
金
に
つ
い
て
の
手
続
き
を
し
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、
20
歳
の
誕
生
日
の
半
年

ぐ
ら
い
前
か
ら
、
お
近
く
の
「
年
金
事
務
所
」
ま
た
は
「
街

角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
に
行
っ
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
20
歳
を
過
ぎ
て
も
手
続
き
は
可
能
で
す
）

Q2

療
育
手
帳
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
26
歳
に
な
っ
て
初

め
て
障
害
基
礎
年
金
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
20
歳
を

超
え
て
障
害
基
礎
年
金
の
手
続
き
す
る
場
合
は
、
①
国

民
年
金
の
保
険
料
が
納
付
済
で
あ
る
こ
と
、
②
初
診
の

受
診
証
明
が
必
要
だ
と
間
き
ま
し
た
が
、
本
当
で
す
か
？

療
育
手
帳
を
有
し
て
い
る
人
は
、「
20
歳
前
障
害
」
と
な

る
た
め
、
20
歳
を
超
え
て
手
続
き
を
す
る
場
合
で
も
、
国

民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
の
有
無
は
間
い
ま
せ
ん
。
通

常
、
初
診
日
は
生
ま
れ
た
日
と
な
る
た
め
受
診
証
明
は
不

要
で
す
。
ま
た
、
20
歳
を
超
え
て
か
ら
療
育
手
帳
を
取
得

し
た
人
も
同
様
の
取
扱
い
に
な
り
ま
す
。

Q3

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
軽
度
（
Ｂ
２
）
の
人
や

Ⅰ
Ｑ
が
50
を
超
え
て
い
る
人
は
、
障
害
基
礎
年
金
は
支

給
さ
れ
な
い
と
間
き
ま
し
た
が
、
本
当
で
す
か
？

障
害
基
礎
年
金
は
、
療
育
手
帳
と
は
違
っ
た
観
点
か
ら

審
査
さ
れ
ま
す
。
障
害
基
礎
年
金
の
知
的
障
害
の
認
定
に

あ
た
っ
て
は
、
知
能
指
数
の
み
に
着
眼
す
る
こ
と
な
く
、

日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る
援
助
の
必
要
度

を
勘
案
し
て
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
障
害
基
礎
年
金
は
、
療
育
手
帳
の
障
害

程
度
が
軽
度
（
Ｂ
２
）
と
い
う
事
実
だ
け
で
支
給
さ
れ
な

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ⅰ
Ｑ
だ
け
が
認
定
基
準

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q4

働
い
て
い
る
人
は
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い

と
間
き
ま
し
た
が
、
本
当
で
す
か
?

通
常
、
障
害
者
雇
用
枠
で
一
般
就
労
を
し
て
い
る
人
で

も
、
職
場
で
一
定
の
援
助
や
配
慮
の
も
と
で
働
い
て
い
ま

す
の
で
、
障
害
基
礎
年
金
の
日
常
生
活
能
力
等
の
判
定
に

あ
た
っ
て
は
、
仕
事
の
種
類
、
内
容
、
就
労
状
況
、
仕
事

場
で
受
け
て
い
る
援
助
の
内
容
な
ど
を
十
分
確
認
し
た
う

え
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
働
い
て
い
る
事
実
だ
け
で
支
給
さ
れ
な

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
Q1
～
Q4
に
つ
き
ま
し
て
、
詳
し
く
は
お
近
く
の
「
年
金

事
務
所
」
ま
た
は
「
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
に
行
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

資
料
提
供
：
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

⃝補償制度担当：ジェイアイシーウエスト株式会社
  〒540-0026 大阪市中央区内本町1-1-1 OCT 7階
　フリーダイヤル：0120－177－294

⃝一般社団法人 兵庫県知的障害児者生活サポート協会
　TEL：078－891－4177
　E-mail： hyogo-support@voice.ocn.ne.jp

★ パンフレットのご請求・お問合せ先 ★サポート通信№.23の発送作業は、
「加西市手をつなぐ育成会」のみな
さんにお願いしました。

編集後記

ホームページアドレス：http://www.hyosuppo.sakura.ne.jp/

発行日（令和4年8月20日） （第23号）兵庫県知的障害児者生活サポート通信

6




